
組立て部品完成図

組立て用ボルト テレビ取付け用ボルトセット

⑯ボルトB×14本〔M6×12〕

⑰ボルトC×10本〔M6×15〕

⑮ボルトA×4本〔M8×20〕

　ボルトK×4本〔M8×28〕

　ボルトI×4本〔M6×35〕

　ボルトG×4本〔M6×22〕

　ボルトE×4本〔M4×10〕

総耐荷重 45kg
(テレビは40kgまで32型～55型程度の設置を想定)

Ver1.1

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

壁寄せ液晶テレビスタンド(100-PL019シリーズ)組立説明書

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
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テレビ用
ブラケット寸法

10

20

20

10

Φ9

9×129

12
0(
P:2
0)

12
0(
P:2
0)

12
0

42
0

690

45018

400

600

240

100～550

99
9～
11
99
(P
:50
)

87
9～
10
79
(P
:50
)

78
9～
98
9(
P:5
0)

32
0～
47
0(
P:5
0)

⑲テレビ用
ワッシャー×4枚

②上フレーム（右）
×1個

①上フレーム（左）
×1個 ⑦ブラケットA

×2個⑤棚板×1枚 ⑥前板×1枚

⑩棚板ブラケット(左)
×1個

⑪棚板ブラケット(右)
×1個

⑫HDDホルダー×2個 ⑬パッド（大）×4枚 ⑭パッド（小）×8枚

⑨フック×2個

⑧ブラケットB×1個

③下フレーム
×1個

④ベース×1枚

⑳スペーサーA
(t=6.4mm)×4個

　六角レンチ(4mm)
×1本

　六角レンチ(5mm)
×1本

　ボルトL×4本〔M8×35〕

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（100-PL019LMなど）と下記の部品番号（①～　）と部品名（フックなど）をお知らせください。

　ボルトJ×4本〔M8×15〕

　ボルトH×4本〔M6×28〕

　ボルトF×4本〔M6×16〕

⑱ボルトD×8本〔M6×65〕

　スペーサーB
(t=12.4mm)×8個



上フレームにブラケットBを
取付けます。4

HDDホルダーにパッド（小）を
取付けます。6ブラケットBにHDDホルダーを取付けます。5 下フレームに前板を取付けます。7

ベースに下フレームを取付けます。1 ベースにパッド（大）を
取付けます。2 下フレームを起こし、上フレームを

取付けます。3

ベースの裏表に注意してください。
向きを間違えますと、ボルトが突起と
なり床などを傷つける原因となります。

使用ボルト

⑯ボルトB〔M6×12〕

使用ボルト

⑯ボルトB〔M6×12〕

使用ボルト

⑱ボルトD〔M6×65〕

上 上

前

前

上

後

下

下

使用ボルト

⑮ボルトA〔M8×20〕

パッドの剥離シートを剥がし、
ベースに貼付けます。

⑬パッド（大） 剥離シート

パッドの剥離シートを剥がし、
HDDホルダーに貼付けます。

⑭パッド（小） 剥離シート

⑬パッド（大）

⑭パッド（小）
※四隅に貼ります。

④ベース

③下フレーム

⑯ボルトB
※六角レンチ
　(4mm)を
　使用します。

⑯ボルトB
※六角レンチ(4mm)を
　使用します。

⑮ボルトA
※六角レンチ(5mm)を
　使用します。

⑮ボルトA

③下フレーム

①上フレーム（左）
※穴のある方が前です。

※穴のある方が
　外側です。

※穴のある方が
　外側です。

②上フレーム（右）
※穴のある方が
　前です。

❶差し込む

❷固定する
⑧ブラケットB
※任意の高さに
　取付けます。

⑥前板
※穴の多い方が上です。

使用ボルト

⑯ボルトB〔M6×12〕

上

後

⑫HDDホルダー

⑯ボルトB
※六角レンチ(4mm)を
　使用します。

上

後から見た図
※下図の穴を使用します。

⑥前板

④ベース
※穴が広い方
　が下です。

③下フレーム

横から見た図
※下フレームは下図の向きで
　取付けます。

④ベース

⑱ボルトD
※六角レンチ
　(4mm)を
　使用します。



前板にフックを取付けます。8

ブラケットAをブラケットBに取付けます。10 棚板を使用するかどうか決めます。11

テレビの裏面にブラケットAを取付けます。
※取付け可能なテレビの重量は40kgまでです。それ以上のテレビは絶対に取付けないでください。9

前

後

上

後

使用ボルト

⑰ボルトC〔M6×15〕

使用ボルト

⑯ボルトB〔M6×12〕

⑰ボルトC
※六角レンチ
　(4mm)を
　使用します。

⑯ボルトB
※六角レンチ
　(4mm)を
　使用します。

⑨フック

⑤棚板

毛布などを下に敷き、テレビへの傷や
破損に十分ご注意ください。

テレビに付属しているスタンド類は取
外してください。
スタンド類の取外し方法はテレビの取
扱説明書をご参照ください。

ボルトが太すぎたり、長すぎたりするとテレビを破損する場合があります。また、ボルトが短すぎるとテレビが
しっかりと固定できず脱落する恐れがあります。
取付けに適したボルトの太さ、長さは各テレビによって異なります。必ずテレビの取扱説明書や、メーカーへ
の問い合わせなどでご確認の上、適切な太さ、長さのボルトを使用してください。

※付属のボルトE～Lが最後まで締まらない、
　またボルトが少ししか回っていないなど、
　ボルトが合わない場合は、強度に十分ご注意
の上、市販の適切なサイズのボルトをご用意
ください。

上

毛布など

テレビ

⑦ブラケットA
※切り欠きの
　ある方が上です。

⑦ブラケットA

⑧ブラケットB

＜棚板を使用する場合＞ ＜棚板を使用しない場合＞

後

⑧ブラケットB
⑦ブラケットA

この作業は必ず
大人3人以上で
行ってください。

指などをはさま
ないように十分
ご注意ください。

❶ブラケットBにブラケットAを引っ掛けます。 ❷ボルトBで固定します。

テレビの突起とブラケットAが干渉する場合
テレビテレビ

⑦ブラケットA⑦ブラケットA

突起に干渉
している

⑳スペーサーA、
　スペーサーB
※スペーサー1個または
　2個重ねて使用します。

⑳スペーサーA
※テレビの突起と
　ブラケットAが
　干渉する場合に
　取付けます。

⑲テレビ用
　ワッシャー

　～　
ボルトE～L

テレビ用
ワッシャーの穴は
使用するボルトに
合った場所を
使ってください。

M6ボルト穴
M8ボルト穴M4ボルト穴

　スペーサーB
※テレビの突起と
　ブラケットAが
　干渉する場合に
　取付けます。



前板に棚板ブラケットを取付けます。12

下フレームに棚板を取付けます。12 上フレームに棚板ブラケットを取付けて完成です。13

棚板ブラケットに棚板を取付けて完成です。13

棚板を使用する場合

棚板を使用しない場合

安全の為に注意していただく点

上

上

前

後

使用ボルト

⑰ボルトC〔M6×15〕

使用ボルト

⑰ボルトC〔M6×15〕

使用ボルト

⑰ボルトC〔M6×15〕

⑰ボルトC
※六角レンチ
　(4mm)を
　使用します。

⑤棚板

⑤棚板

❶前板の側面から棚板ブラケットを差し込みます。
　※左右同じ高さに取付けます。

❷ボルトCで固定します。

以上の点に注意して取扱ってください。

テレビは4本のボルトでしっかりと固定してください。!

可動部分で指をはさまないように気を付けてください。!

本製品を振動のある所に置くのはさけてください。!

テレビの取付け、調整は必ず3人以上で行ってください。!

40kgを超えるテレビは取付けないでください。!

2ヶ月毎を目安に、ボルトを締め直してください。!

室温の元で操作してください。!

CA/AE/HADaNo 〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

⑩棚板ブラケット(左)
※平らな面が上です。
※任意の高さに
　取付けます。

⑪棚板ブラケット(右)
※平らな面が上です。
※任意の高さに
　取付けます。

⑥前板

後

⑰ボルトC
※六角レンチ(4mm)を
　使用します。

⑩棚板ブラケット(左)

⑰ボルトC
※六角レンチ(4mm)を
　使用します。

⑱ボルトD
※六角レンチ
　(4mm)を
　使用します。

※反対側にも同様に棚板ブラケット（右）を取付けます。
③下フレーム

〈奥行きを狭くする場合〉〈奥行きを広くする場合〉
間隔の広い方を
前にします。

間隔の狭い方を
前にします。

前 前

狭い

広い

下から見た図

⑤棚板

295mm 245mm

使用ボルト

⑱ボルトD〔M6×65〕


